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物価高騰への対応
給食費無償化を１年間延長
令和６年度当初予算を可決
市議会が注目した事業はこれだ

撮影場所：大和川堤防



TOPICS

本会議
（1月16日、17日、２月20日、22日、26日、27日、28日、３月25日）
議会運営委員会

（1月15日、17日、２月6日、9日、26日、３月22日）
総務常任委員会、予算決算常任委員会（総務分科会）

（1月16日、2月5日、３月13日、14日）
建設産業常任委員会、予算決算常任委員会（建設産業分科会）

（３月5日、6日）
文教常任委員会、予算決算常任委員会（文教分科会）

（1月16日、３月7日、8日）
健康福祉環境常任委員会、予算決算常任委員会（健康福祉環境分科会）

（1月16日、３月11日、12日）

予算決算常任委員会（全体会）
（1月17日、２月28日、３月19日）
予算決算常任委員会（理事会）

（1月15日、17日、２月9日、３月18日）
各派代表者会議

（１月26日、２月6日、３月22日）
議会だより編集委員会

（２月20日、３月19日、27日）
意見書調整会議、幹事長会議

（３月21日）　　　　　　

議会活動の記録

 大阪・関西万博参加促進

　万博を通じて八尾の魅力を世界
に発信するため、万博への参画・
参加・体験に向け取り組む。

 交通不便地の解消促進

　乗合タクシーの実証運行を既に
行っている地域に続き、西郡地域
においても実証運行を開始する。

 産後ケア事業の拡充等

　産後の母親の心身のケアや育児を
サポートする産後ケア事業の利用料
引き下げや受入れ施設の拡大を図る。

 消防庁舎の機能更新

　消防力の強化のため、消防本部
庁舎の移転建替えや市内消防署所
の新設に向けて取り組む。

 病児保育施設の増設

　病児を保育する施設を新規開設
し、安心して子育てができる環境
を整備する。

 給食費無償化１年間延長

　物価高騰による子育て世帯の負
担軽減を図るため、小・中学校給
食費の無償化を１年間延長する。

市議会はココに注目！
令和６年度事業

９億9,451万2千円 7,840万1千円 1億7,911万７千円

4億3,511万円 1億4,774万7千円 1,935万6千円

　令和６年３月市議会定例会は、２月20日から３月25日まで開会しました。１日目に市長から
市政運営方針の説明があり、２～３日目に代表質問、４～５日目に個人質問を行い、市政全般に
ついて質問しました。また、令和６年度当初予算案などの議案を上程し、所管の委員会で審査
しました。
　最終本会議では、人事議案等を追加上程し、質疑・討論の後、全ての市長提出議案を可決・
承認・同意しました。

▶代表質問は４～７ページ、個人質問は８～10ページ、委員会審査の概要は12～13ページ、
議決結果は14～15ページに掲載

犯罪被害者等への支援制度の創設

　令和６年４月施行の児童福祉法改正により創設された「市町村こども
家庭センター」として、母子保健と児童福祉をこども総合支援センター

「ほっぷ」に統合する組織再編を行い、切れ目のない相談支援体制のさら
なる充実を目指します。

［ 主な支援内容 ］
 ・見舞金の支給
 ・住宅確保の支援や情報提供
 ・就労支援

Q 今回の組織再編により、どのような効果が見込まれるか。

　母子保健と児童福祉の組織が一体化されることで、気軽に相談でき
る体制が強化されるとともに、妊娠期から子育て期まで切れ目なく、
課題等を抱えている子どもや保護者への支援が充実する。
　また、こども家庭センターでは支援を必要とする方に対してサポー
トプランの作成を行い、困難な状況を解決できるよう支援する。

A

　犯罪被害者等に寄り添い、迅速かつ身近な支援として見舞金の支給等
を行う制度を創設し、犯罪被害者等が受けた被害の早期回復や軽減を図
るとともに、市民が安心して暮らすことのできる地域社会を実現するた
め、条例案が提出され可決しました。

▶委員会での審査内容は 12 ページ参照　

物価高騰への対応
給食費無償化を１年間延長
令和６年度当初予算を可決切れ目のない相談支援体制のさらなる充実へ

妊娠期から子育て期まで

関連予算

関連予算 関連予算

関連予算

関連予算

関連予算

議員からの質疑を
ちょっとだけ紹介
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A Q

市
民
の
命
を
守
る
　
防
災
対
策
の
拡
充
を

　
公
明
党

　
　
　
五い

お

い

百
井　
真し

ん

じ二

　

令
和
６
年
度
に
お
け
る
、
全
地
区
で

の
地
区
防
災
計
画
策
定
の
見
通
し
は
。

　

支
援
体
制
の
再
整
備
を
図
り
、
各
地

区
に
策
定
済
み
の
他
地
区
の
計
画
を
参

照
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
計
画
策
定
に

向
け
た
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。　
　

　

物
価
高
騰
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

　

影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
や
事
業
者

へ
の
支
援
策
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。　

　

健
康
寿
命
の
延
伸
は
す
べ
て
の
人
に

必
要
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の
フ
レ
イ

ル
予
防
も
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
見
解

は
ど
う
か
。
ま
た
、
加
齢
性
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
費
の
助
成
内
容
は
。

　

保
健
師
と
地
域
住
民
が
健
康
課
題
を

共
有
し
つ
つ
、
地
域
の
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
の
健
康
課
題
に
応
じ
た
健

康
づ
く
り
を
進
め
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上

で
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
等
を
対
象

者
と
し
、
助
成
額
は
１
人
当
た
り

２
万
５
千
円
で
実
施
す
る
。

　

下
水
道
使
用
料
の
減
免
制
度
廃
止
に

つ
い
て
は
、
物
価
高
騰
を
考
慮
し
、
よ

り
慎
重
に
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

下
水
道
の
普
及
促
進
を
目
的
と
し
て

お
り
、
令
和
4
年
度
末
で
整
備
人
口
普

及
率
95
・
1
%
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

制
度
の
目
的
に
つ
い
て
は
達
成
し
た
も

の
と
判
断
し
、
廃
止
を
決
定
し
た
。

その他の主な質問項目
◦ 中小企業の賃金引上げ
◦ マイ・タイムライン作成
◦ 防犯灯の運営手法
◦ママサポートタクシー
◦ いじめ報告相談アプリ
◦ 産後ケア事業
◦困難な問題を抱える女性への
　支援

A

QA

地区防災計画の策定や防災備蓄物資
の見直しなど、更なる災害対応力の
強化が求められる。

AQ Q

学
校
給
食
費
無
償
化
　
継
続
の
た
め
の
財
源
は

　
八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

　
　
　
吉よ

し
む
ら村　
拓た

く

や哉

　

物
価
高
騰
に
か
か
る
対
応
で
小
・
中

学
校
の
給
食
費
を
無
償
化
す
る
予
算
が

約
10
億
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

給
食
費
無
償
化
を
継
続
す
る
た
め
の
財

源
の
確
保
は
可
能
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

学
校
給
食
費
無
償
化
の
財
源
確
保
に

は
、
最
大
限
の
努
力
が
必
要
と
認
識
し

て
お
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

財
政
状
況
を
鑑
み
検
討
し
て
い
く
。

　

可
燃
ご
み
等
収
集
運
搬
業
務
の
入
札

が
不
調
だ
っ
た
こ
と
か
ら
民
間
委
託
す

る
際
の
効
果
額
の
見
直
し
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
委
託
よ
り

市
直
営
が
安
価
だ
っ
た
場
合
、
市
直
営

で
の
事
業
継
続
は
で
き
る
の
か
。　

　

再
度
入
札
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

効
果
額
の
見
直
し
は
想
定
し
て
い
な
い
。

事
業
継
続
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
維
持
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
着
実
に
業

務
委
託
の
実
施
を
進
め
る
。

　

職
員
数
管
理
目
標
に
掲
げ
る
職
員
数

に
は
何
人
程
度
の
削
減
が
必
要
な
の
か
。

ま
た
、
職
員
削
減
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　

目
標
と
す
る
府
内
類
似
団
体
の
平
均

職
員
数
と
の
差
は
約
１
０
０
人
と
な
っ

て
い
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維

持
し
な
が
ら
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、

公
民
協
働
の
推
進
等
、
職
員
の
働
き
方

改
革
を
進
め
、
目
標
達
成
に
取
り
組
む
。

その他の主な質問項目
◦第６次総合計画が掲げる市民
　との協働のまちづくりや幸せ
　成長推進の取り組み
◦フリースクール等に通う子ど
　もたちへの支援
◦ヤングケアラーへの支援
◦大規模災害時の下水道復旧に
　係る協力体制

A

QA

小・中学校給食費の無償化の継続に
は財源の確保が課題となっている。

　

行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
部
局
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

市
民
生
活
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
施

策
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
決

断
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
り
財
源

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
そ
れ
が
新
た
な

施
策
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

既
存
の
事
務
事
業
に
対
し
抜
本
的
な

見
直
し
の
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
慎
重
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
新
た
な

財
源
を
生
む
た
め
、公
民
連
携
の
強
化
・

外
郭
団
体
や
公
共
施
設
の
あ
り
方
の
見

直
し
、
職
員
の
働
き
方
改
革
に
よ
る
人

件
費
の
抑
制
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な
事
業

を
実
施
す
る
。

　

市
長
は
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
市
政
改
革
を
進
め

て
き
た
。
全
国
で
大
規
模
災
害
が
発
生

し
て
い
る
中
で
の
防
災
対
策
や
、大
阪
・

関
西
万
博
を
契
機
と
し
た
経
済
の
活
性

化
な
ど
さ
ら
な
る
施
策
の
推
進
が
必
要

と
考
え
る
が
、
令
和
６
年
度
の
市
政
運

営
に
向
け
た
決
意
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
民
最
優
先
の
視
点
で
各
種
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、
改
革
と

成
長
の
好
循
環
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と

な
く
、
本
市
の
成
長
を
よ
り
一
層
力
強

く
進
め
る
べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

く
。　

　
A

Q

Q

施
策
推
進
を
加
速
す
る
　
市
長
の
決
意
は

　
大
阪
維
新
の
会
　
　
　
　
　

　
　
　
松ま

つ
も
と本　
剛つ

よ
し

その他の主な質問項目
◦ 地区防災計画の策定状況と今

後の計画
◦ 小・中学校給食費の恒久的無

償化の見通し
◦ 新やお改革プラン２．０及び実

行計画に基づく改革の推進
◦デジタル化とICT利活用による
　事務事業の効率化及び経費・
　職員数の削減

A

施策のスクラップアンドビルドを通
じて、すべての市民に光が当たる行
政運営が求められる。

代代 問問質質表表

会派の代表会派の代表６６人が人が
市政を市政を問問いただすいただす

令和６年度　
令和６年度　市政運営方針に対し
市政運営方針に対しQA Q

代表質問とは？
　議員が、所属する会派を代表して行う質問のことをいい
ます。八尾市議会では、答弁を含まず50分の持ち時間となっ
ています。
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▶ 代表質問

て
直
営
で
行
い
、
必
要
な
人
員
を
正
規

職
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
出
な
い

よ
う
、
様
々
な
手
法
を
用
い
て
人
員
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

　

市
長
の
政
治
団
体
が
開
催
し
た
政
治

資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
、
市
長
と

い
う
立
場
で
開
催
す
る
こ
と
は
、
市
民

に
疑
念
を
抱
か
せ
て
し
ま
う
。
特
に
、

市
の
関
連
事
業
者
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購

入
は
禁
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
い
た
適
切

な
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
市
の
関
連
事

業
者
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
に
つ
い
て

も
法
令
に
一
切
違
反
し
て
い
な
い
。

　

可
燃
ご
み
等
収
集
運
搬
業
務
委
託
に

係
る
入
札
に
つ
い
て
、
参
加
し
た
全
事

業
者
が
辞
退
し
た
た
め
入
札
が
不
調
と

な
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
何
と
考
え
る

か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
手
だ
て

を
取
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　

　

入
札
が
不
調
と
な
っ
た
原
因
と
し
て
、

入
札
条
件
等
に
課
題
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら

に
多
く
の
事
業
者
が
参
入
で
き
る
よ
う
、

入
札
条
件
の
変
更
を
検
討
し
て
お
り
、

で
き
る
限
り
早
期
の
委
託
実
施
に
向
け
、

再
度
入
札
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

令
和
６
年
４
月
以
降
の
可
燃
ご
み
等

収
集
運
搬
業
務
を
支
障
な
く
実
施
す
る

最
善
の
方
法
は
、
収
集
運
搬
業
務
を
全

AQ Q

ご
み
収
集
運
搬
業
務
　
市
直
営
を
続
け
る
べ
き

  

日
本
共
産
党

　
　
　
谷た

に
ざ
わ沢　
千ち

か

こ

賀
子

その他の主な質問項目
◦万博に子どもを無料招待する計画
◦ 国民健康保険料の統一料金
◦ 下水道使用料減免制度
◦補聴器購入費助成
◦小・中学校給食の恒久的無償
　化のための条例化

AQA

市民生活に直結するごみ収集運搬業
務は、安定的な実施が望まれる。

A Q

学
校
給
食
の
無
償
化
　
財
源
の
確
保
は
可
能
か

　
八
尾
保
守
の
会

　
　
　
松ま

つ

だ田　
憲の

り
ゆ
き幸

　

新
や
お
改
革
プ
ラ
ン
2
・
0
に
お
い

て
、
令
和
8
年
度
末
に
公
共
施
設
整
備

基
金
を
含
め
た
基
金
残
高
約
60
億
円
を

目
指
す
と
の
こ
と
だ
が
、
令
和
6
年
度

以
降
の
給
食
費
の
無
償
化
を
考
慮
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

新
や
お
改
革
プ
ラ
ン
2
・
0
の
計
画

に
給
食
費
の
無
償
化
予
算
は
含
ん
で
い

な
い
。

　

令
和
6
年
度
の
給
食
費
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

4
億
8
千
万
円
と
財
政
調
整
基
金

3
億
６
千
万
円
を
財
源
と
し
て
い
る
が
、

令
和
7
年
度
以
降
は
第
2
子
以
降
の
み

の
無
償
化
に
す
る
な
ど
、
要
件
の
変
更

か
、
実
施
す
る
場
合
は
大
胆
な
予
算
の

付
け
替
え
な
ど
の
政
治
判
断
が
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

財
源
の
付
け
替
え
と
い
う
議
論
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
既
存
の
事
業
を

常
に
見
直
し
な
が
ら
政
策
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
の
一
環
と
し

て
一
般
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
を

進
め
て
い
る
が
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方

式
の
目
的
と
は
何
か
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
持
続
可
能

な
行
政
運
営
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

その他の主な質問項目
◦ 消防業務広域化の検討内容
◦ 防災意識向上の取り組み
◦ デジタルワイヤレス補聴援助シ

ステムの貸し出し
◦ 生活保護の不正受給対策
◦ 情報管理とセキュリティー対策
◦実態に即した 国民保護訓練の実施

QA

A Q

市
全
体
で
社
会
課
題
　
解
決
の
機
運
づ
く
り
を

　
新
声

　
　
　
山や

ま
な
か中　

 

宏ひ
ろ
し

　

合
計
特
殊
出
生
率
の
向
上
を
目
指
す

子
育
て
支
援
策
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

充
や
２
歳
児
を
対
象
に
し
た
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
な
ど
、
本
市
独
自
の

支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
安

心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
が
、
人
口
問
題
に
か
か
る
子

育
て
支
援
策
は
、
国
に
お
い
て
実
施
す

べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

認
知
症
予
防
対
策
と
し
て
高
齢
者
の

居
場
所
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
充
足
さ

せ
、
市
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
機
運

づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
等
を
通

じ
て
地
域
全
体
で
正
し
い
知
識
や
理
解

を
深
め
、
認
知
症
の
本
人
参
加
に
よ
る

情
報
発
信
な
ど
、
認
知
症
の
方
や
そ
の

家
族
な
ど
が
安
心
し
て
日
常
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支
え
る
意
識

の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一

層
進
め
る
。

　

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
市
内
企
業
に

対
し
、
賃
上
げ
の
た
め
の
補
助
金
を
給

付
す
る
こ
と
は
、
市
内
経
済
の
発
展
な

ど
様
々
な
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
有

効
な
施
策
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

国
が
打
ち
出
す
各
種
施
策
を
、
迅
速

に
市
内
企
業
等
に
届
け
る
と
と
も
に
、

補
助
金
申
請
の
支
援
な
ど
、
国
の
制
度

が
活
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

その他の主な質問項目
◦ 地区防災計画の策定
◦ 小・中学校給食費の恒久的無償

化のための財源確保の状況
◦ 行政DX化の進捗状況
◦ デジタル人材育成
◦ ドッグランの整備及び動物との

共生社会の推進
◦ 乗合タクシーの対象エリア拡大

QA

認知症対策をはじめとする社会的な
課題や問題を市民全体で解決してい
く機運づくりが求められる。

代表質問

● ● 物価高騰対応重点支援給付金物価高騰対応重点支援給付金
 （住民税均等割のみ課税世帯及びこども加算）に係る経費 （住民税均等割のみ課税世帯及びこども加算）に係る経費
● ● 高校生・中３応援クーポン配付事業に係る経費高校生・中３応援クーポン配付事業に係る経費

物価高騰長期化による物価高騰長期化による
負担軽減のための補正予算審議負担軽減のための補正予算審議
総額　11億1,354万2千円　総額　11億1,354万2千円　（一般会計第10号補正予算）（一般会計第10号補正予算）

　令和６年１月市議会臨時会では、１月16日に物　令和６年１月市議会臨時会では、１月16日に物
価高騰長期化による負担軽減のための補正予算案価高騰長期化による負担軽減のための補正予算案
が上程され、早期の給付を実現するため、所管のが上程され、早期の給付を実現するため、所管の
委員会で審査した後、１月17日の本会議で採決を委員会で審査した後、１月17日の本会議で採決を
行い補正予算案を可決しました。行い補正予算案を可決しました。

可決可決

１月臨時会１月臨時会を行いましたを行いました Q

A

財政調整基金とは
市の財政状況に余裕がある年に
積み立て、不足する年に取り崩す
ことで財源を調整し、計画的な財
政運営を行うための貯金のこと。

Q A
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本
市
で
採
択
し
た
教
科
書
が
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
礎
と
な
る
た
め
、
学
習

を
通
し
て
自
国
へ
の
誇
り
や
郷
土
愛
を

育
む
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
教

科
書
採
択
の
公
正
性
を
ど
の
よ
う
に
確

保
し
て
い
る
の
か
。

　

選
定
委
員
が
公
開
の
場
で
審
議
の
上
、

教
科
ご
と
に
採
択
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
採
択
結
果
や
関
係
資
料
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
い
る
。

　

多
く
の
市
民
や
保
護
者
が
教
科
書
に

関
心
を
持
ち
、
閲
覧
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
教
科
書
展
示
会
を
実
施
し
て
い
る
か
。

　

法
定
展
示
期
間
等
に
教
育
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
八
尾
図
書
館
に
お
い
て
、
特
設

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
展
示
会
を
開
催
し

て
い
る
。

　

納
税
環
境
の
整
備
の
一
つ
と
し
て
、

口
座
振
替
手
続
の
W
e
b
化
に
よ
り
、

市
民
の
利
便
性
向
上
や
事
務
の
効
率
化

が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

他
市
の
事
例
研
究
を
十
分
に
行
い
、

費
用
対
効
果
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
導

入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

客
観
的
に
事
業
の
有
効
性
を
判
断
す

る
た
め
、
施
設
別
・
事
業
別
の
会
計
情

報
の
整
理
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

将
来
か
か
る
総
事
業
費
の
見
込
み
や

市
民
１
人
当
た
り
の
負
担
を
考
え
た
中

で
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
の
運
営
費
の
見
込
み
を
含
ん

だ
管
理
コ
ス
ト
を
示
す
べ
き
で
あ
り
、

会
計
情
報
の
整
理
は
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

大
阪
維
新
の
会

木き
む
ら村  

健け
ん
じ二

税
務
行
政
D
X
の
推
進

納
税
の
利
便
性
向
上
を

A QQA

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
単
に
遺
言

書
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
自
分
が

歩
ん
で
き
た
人
生
を
見
つ
め
直
し
整
理

し
て
い
く
ノ
ー
ト
で
あ
り
、
終
活
支
援

と
し
て
無
料
で
配
布
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
無
料
で

全
戸
配
布
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
各
地
域
の
身
近
な

場
所
で
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
作
成
支

援
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作
成
及
び

配
布
、
あ
わ
せ
て
作
成
支
援
を
行
う
た

め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

す
で
に
実
施
し
て
い
る
先
進
事
例
を
視

察
す
る
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

　

先
進
事
例
に
つ
い
て

聞
き
取
り
だ
け
で
は
な

く
視
察
も
行
い
、
状
況

を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党南み

な
か
た方  

武た
け
し

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

配
布
と
作
成
支
援
を

QAQA

QA 八
尾
保
守
の
会

川か
わ
か
み上  

舞ま
い

郷
土
愛
を
育
む

教
科
書
の
採
択
を

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
度

と
比
べ
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
教

訓
か
ら
、
今
あ
る
環
境
は
決
し
て
当
た

り
前
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
な
財
政
協
議
を
行
っ
た
の
か
。

　

病
院
の
経
営
を
支
障
な
く
行
う
た
め

に
必
要
と
な
る
資
金
剰
余
額
を
考
慮
し
、

財
政
協
議
を
行
い
予
算
編
成
を
し
た
。

　

市
立
病
院
に
は
経
営
資
源
・
医
療
資

源
を
確
保
す
る
た
め
の
努
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
医

療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
市

の
見
解
は
。

　

チ
ー
ム
医
療
で
一
丸
と
な
っ
た
運
営

と
す
る
た
め
、
医
療
従
事
者
の
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
、
働
き
や

す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

無
所
属

露つ
ゆ
は
ら原  

行ゆ
き
た
か隆 

コ
ロ
ナ
禍
の
教
訓
を

病
院
の
働
き
方
改
革
に

QQ AA

個人質問 ▶

A Q

教科書の採択方法は公正性
の確保と多くの市民に関心
を持ってもらうことが必要。

　

大
規
模
災
害
時
、
水
道
局
は
八
尾
市

災
害
対
策
本
部
の
指
揮
命
令
系
統
に
お

い
て
応
急
給
水
活
動
班
と
し
て
、
直
ち

に
給
水
活
動
を
開
始
す
る
と
考
え
る
が
、

広
域
水
道
企
業
団
に
統
合
す
る
と
ど
う

な
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
の
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
指
揮
命

令
系
統
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
現
状

で
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
い
う
形
が
多
い

が
、
他
市
事
例
も
研
究
し
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

特
別
支
援
学
級
は
全
国
で
は
増
加
し

て
い
る
が
大
阪
府
で
は
減
少
に
転
じ
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
小
学
校
・
中

学
校
の
１
年
生
に
お
け
る
減
少
が
著
し

い
。
週
の
半
分
以
上
を
特
別
支
援
学
級

で
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
文

科
省
通
知
の
目
安
が
、
押
し
付
け
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

保
護
者
に
対
し
て
、
支
援
教
育
の
方

向
性
や
通
知
の
趣
旨
な
ど
を
、
各
学
校

に
お
い
て
適
切
に
説
明
し
、
理
解
い
た

だ
く
よ
う
対
応
し
て
い
る
。

QAQA 日
本
共
産
党

田た
な
か中  

裕ゆ
う
こ子

水
道
事
業
の
広
域
化

災
害
時
の
飲
み
水
は

税金の
使い道は？八尾市の課

題って

何なの？

　

女
性
の
福
祉
の
増
進
、
人
権
尊
重
、

男
女
平
等
を
目
的
と
し
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
責
務
を
明
確
に
し
た
画
期
的

な
法
律
が
成
立
し
た
。
家
族
の
崩
壊
、

居
場
所
が
な
い
、
望
ま
ぬ
妊
娠
な
ど
の

困
難
を
抱
え
な
が
ら
も
相
談
先
が
分
か

ら
な
い
若
者
の
実
態
調
査
は
急
務
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
相
談
や
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
相
談
事
業
を

「
す
み
れ
」で
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

府
に
合
わ
せ
て
本
市
に
お
い
て
も
計
画

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党

越お

ち智  

妙た
え
こ子

困
難
を
抱
え
る
女
性
へ

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
を

QA

個人質問個人質問
２２日間 88人の 読読んでみようんでみよう

白熱議論白熱議論
市のサービス
何が変わるの？

その他の主な質問項目
◦ 子どもの相談支援
◦ 脱炭素の取り組み

その他の主な質問項目
◦ 避難所としての学校施設
　の機能強化
◦ サーキュラーエコノミー

その他の主な質問項目
◦ 防犯対策

出典：「困難な問題を抱える若年女性の包括的な支援に
関する調査研究」に係るアンケート調査

その他の主な質問項目
◦ 償却資産税における実地調査
◦ 複式簿記・発生主義会計導

入に向けた研究・検討内容

口座振替手続きのWeb化など、
納税環境の整備が望まれる。

困難な問題を抱える若年女性に対する自治体の支援の実施状況

個人質問とは？
　議員が、広く市政全般のことについて、市に対して説明
を求めたり、疑問について聞くことをいいます。八尾市議
会では、答弁を含まず 30 分の持ち時間となっています。

市立病院の安定運営のため、
働き方改革が求められる。

0.5

14.0

11.7

1.1

14.3

45.4

76.6

0 20 40 60 80 100

無回答

行っている支援はない

その他

夜間見回り・声掛け・ICT を
活用したアウトリーチ

居場所の提供

自立支援（学校や家族との調整、就労支援、
医療機関との連携による支援等）

相談及び面談（電話・メール・SNS 等）
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昭
和
56
年
以
前
建
築
の
旧
耐
震
基
準

の
住
宅
に
お
け
る
耐
震
化
を
加
速
さ
せ

る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
耐
震
改
修
工
事

補
助
の
対
象
を
、
最
新
基
準
の
平
成
12

年
ま
で
に
す
る
な
ど
、
補
助
制
度
の
拡

充
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

本
市
で
は
、
い
ま
だ
旧
耐
震
基
準
の

住
宅
が
多
く
、
所
有
者
が
多
額
の
費
用

を
要
す
る
耐
震
改
修
工
事
に
踏
み
込
め

な
い
実
情
が
あ
る
。
市
民
の
命
と
財
産

を
守
る
た
め
、
耐
震
補
助
制
度
の
見
直

し
を
含
め
、
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

　

物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
融

資
等
の
返
済
に
困
窮
す
る
中
小
企
業
が

増
え
る
中
、
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
の

専
門
家
と
連
携
し
な
が
ら
、
企
業
の
実

情
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

　

中
小
企
業
が
抱
え
る
課
題
が
多
様
化

す
る
中
、
経
営
相
談
を
は
じ
め
と
し
た

相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、
各
分
野
に
精

通
し
た
専
門
家
と
連
携
を
図
る
な
ど
、

支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
り
た

い
。 八

尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

柴し
ば
た
に谷  

匡ま
さ
や哉

市
民
の
命
と
財
産
を

守
れ
る
補
助
制
度
に

QQA A

　

職
員
労
働
組
合
等
が
庁
舎
の
目
的
外

使
用
許
可
を
受
け
、
極
め
て
政
治
的
で

中
立
性
を
欠
く
機
関
紙
を
作
成
・
発
行
、

頒
布
し
続
け
て
い
る
。
こ
れ
は
職
員
の

厚
生
活
動
と
言
え
る
か
。　

　

こ
れ
ま
で
組
合
活
動
に
は
一
部
政
治

活
動
も
含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
を
し
て

い
た
。
新
た
な
判
例
等
の
情
報
も
収
集

し
、
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　

市
職
労
機
関
紙
で
令
和
５
年
の
知
事

選
挙
の
期
間
中
に
、
特
定
の
候
補
者
の

名
前
を
出
し
、
そ
の
主
張
を
掲
載
し
て

い
る
。
公
職
選
挙
法
違
反
で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
調
査
中
で
あ
る
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
の
庁
舎

ス
ペ
ー
ス
が
手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、

漫
然
と
特
定
の
団
体
へ
無
償
で
使
用
許

可
を
出
し
続
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
庁

内
で
政
治
活
動
が
や
り
た
い
放
題
の
状

況
も
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
だ
が
見
解

は
ど
う
か
。

　

一
般
的
な
感
覚
で
は
異
常
な
状
況
で

あ
る
と
感
じ
る
。
市
民
の
税
金
で
成
り

立
っ
て
い
る
市
役
所
な
の
で
、
疑
念
を

抱
か
れ
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

大
阪
維
新
の
会

稲い
な
も
り森  

洋ひ
ろ
き樹 

庁
舎
内
で
の
政
治
活
動

毅
然
と
し
た
対
応
を

QQ AA

個人質問

ピンクシャツDAY議会を開催

　カナダ発祥で、ピンクシャツを着ることやピン　カナダ発祥で、ピンクシャツを着ることやピン
ク色のものを身に付けることにより、いじめ反対ク色のものを身に付けることにより、いじめ反対
の意思表示を行う運動です。八尾市においても、の意思表示を行う運動です。八尾市においても、
２月の最終水曜日のピンクシャツデーには、市内２月の最終水曜日のピンクシャツデーには、市内
の様々な場所で取り組みを行っています。の様々な場所で取り組みを行っています。

　　令和６年２月28日（水）本会議の開会に先立ち、令和６年２月28日（水）本会議の開会に先立ち、
議場で「ピンクシャツDAY議会」を開催しました。議場で「ピンクシャツDAY議会」を開催しました。
議員ならびに職員がピンク色のTシャツを着用し、議員ならびに職員がピンク色のTシャツを着用し、
いじめ問題に取り組む姿勢を発信しました。いじめ問題に取り組む姿勢を発信しました。
　また、「いじめを絶対に許さない」という信念　また、「いじめを絶対に許さない」という信念
のもと、最終本会議において、「いじめの防止等のもと、最終本会議において、「いじめの防止等
に関する決議」を議員提案し、全会一致で可決しに関する決議」を議員提案し、全会一致で可決し
ました。ました。

QA

【 ピンクシャツ運動とは？ 】【 ピンクシャツ運動とは？ 】

所管事務調査　報告の概要所管事務調査　報告の概要
　常任委員会で自主的にテーマを決めて市
政について調査を行うことです。議会が自
ら調査を行うことで、市議会の政策力を発
揮することができます。

　令和５年度中の調査について、各常任委
員会で最終報告書をまとめ、市長に提出し
ました。

総務常任委員会総務常任委員会

文教常任委員会文教常任委員会

建設産業常任委員会建設産業常任委員会

健康福祉環境常任委員会健康福祉環境常任委員会

・ 少子高齢・人口減少社会を見据えた・ 少子高齢・人口減少社会を見据えた
  地域防災及び地域減災について  地域防災及び地域減災について

・ GIGAスクール構想の現状について・ GIGAスクール構想の現状について
・ 教職員の働き方について・ 教職員の働き方について

・ 芸術文化とまちづくりについて・ 芸術文化とまちづくりについて
・ 観光政策について・ 観光政策について

・ 健康寿命の延伸について（認知症対策）・ 健康寿命の延伸について（認知症対策）

【テーマ】【テーマ】

【報告内容（抜粋）】【報告内容（抜粋）】 【報告内容（抜粋）】【報告内容（抜粋）】

【報告内容（抜粋）】【報告内容（抜粋）】

【報告内容（抜粋）】【報告内容（抜粋）】

【テーマ】【テーマ】

【テーマ】【テーマ】

【テーマ】【テーマ】

　　今後、令和６年度中に全28地区における地区今後、令和６年度中に全28地区における地区
防災計画の策定を完了することを目指し、取り組防災計画の策定を完了することを目指し、取り組
みを進めることを求める。みを進めることを求める。
　また、災害時要配慮者支援の観点から、各地区　また、災害時要配慮者支援の観点から、各地区
の高齢化率等の地域特性も踏まえた計画策定につの高齢化率等の地域特性も踏まえた計画策定につ
いて取り組むことを求める。いて取り組むことを求める。

　　「やおうえるかむコモンズ」を充実・発展させ「やおうえるかむコモンズ」を充実・発展させ
ていくためには、「コモンズ」に参画する主体をていくためには、「コモンズ」に参画する主体を
増やし、創造と交流の場を市内全域に広げていく増やし、創造と交流の場を市内全域に広げていく
必要がある。その中で、誰もが芸術文化を気軽に必要がある。その中で、誰もが芸術文化を気軽に
発表できる場の提供やマッチング及びその取り組発表できる場の提供やマッチング及びその取り組
みの中で、核となるコーディネーターやリーダーみの中で、核となるコーディネーターやリーダー
となる人材の発掘や育成に取り組み、行政のみでとなる人材の発掘や育成に取り組み、行政のみで
はなく市民を中心に活動の輪が広がるよう環境をはなく市民を中心に活動の輪が広がるよう環境を
整備されたい。整備されたい。

　　若年性認知症にも対応できる相談・支援体制を若年性認知症にも対応できる相談・支援体制を
築くとともに、そのニーズを把握し、個別支援や築くとともに、そのニーズを把握し、個別支援や
本人・家族交流会、若年性認知症の方が望む、自本人・家族交流会、若年性認知症の方が望む、自
分らしい生活を続けられるよう、認知症とともに分らしい生活を続けられるよう、認知症とともに
前向きに歩むことができるチーム作りに欠かせな前向きに歩むことができるチーム作りに欠かせな
い若年性認知症支援コーディネーターの養成等、い若年性認知症支援コーディネーターの養成等、
若年性認知症の特性に配慮した取り組みを充実さ若年性認知症の特性に配慮した取り組みを充実さ
れたい。れたい。

　　令和６年度から、モデル事業の実施を予定して令和６年度から、モデル事業の実施を予定して
おり、今後、モデル事業の効果検証等を適切に行おり、今後、モデル事業の効果検証等を適切に行
うとともに、教員の部活動指導に関する負担が減うとともに、教員の部活動指導に関する負担が減
少することで、子どもたちの成長や発達をサポー少することで、子どもたちの成長や発達をサポー
トするための、子ども一人一人と向き合う時間をトするための、子ども一人一人と向き合う時間を
確保することが可能となるように、本市としての確保することが可能となるように、本市としての
最適な実施形態について、研究・検討されたい。最適な実施形態について、研究・検討されたい。

会議の出席者全員がピンク色のＴシャツを着
用した。

本市におけるいじめ防止の取り組みについて
執行部から活動報告が行われた。

市の施策の現状を聞き取り、課題等を確認した。
また、他市の先進事例を視察し、本市にどのように生かすことがで
きるのか研究した。

いじめ反対の意思表示

報告書全文はホームページに掲載

【所管事務調査とは？】
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▶

委員会 で

委員会で審査した議案
◦八尾市消防団条例の一部改正の件
◦八尾市職員定数条例の一部改正の件
◦八尾市犯罪被害者等支援条例制定の件　
　　　　　　　　　　　その他議案５件
分科会で審査した議案
◦令和５年度八尾市一般会計第11号補
　正予算の件（所管分）
◦ 令和６年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）  
　　　　　　　　　　　その他議案５件

被害に遭った場合に、身近な自治体として
市民に寄り添いながら、迅速な支援につな
げられるよう条例が制定される。

　

犯
罪
被
害
等
に
遭
わ
れ
た
方
へ
の

見
舞
金
の
額
に
つ
い
て
、
遺
族
見
舞

金
30
万
円
、
傷
病
見
舞
金
10
万
円
、

不
同
意
性
交
等
被
害
見
舞
金
10
万
円

と
し
て
い
る
が
算
定
の
根
拠
は
。
ま

た
、
令
和
6
年
度
予
算
に
は
ど
の
よ

う
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

　

多
く
の
自
治
体
で
同
様
の
条
例
が

制
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
同
様
の
金
額
で
あ
る
た
め
、
そ
の

額
を
参
考
に
し
た
。
令
和
6
年
度
予

算
で
は
総
額
１
５
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

犯
罪
被
害
者
等
へ
の
支
援

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

総
務 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
、
被
害
の
早
期
回
復
と
軽

減
を
図
る
と
と
も
に
市
民
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
実
現
に
向
け
て
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

条
例
が
可
決
さ
れ
れ
ば
警
察
と
連

携
協
定
を
結
び
、
市
役
所
の
各
窓
口

等
に
お
い
て
も
支
援
の
内
容
を
情
報

共
有
し
、
案
内
で
き
る
体
制
を
よ
り

一
層
整
え
て
い
き
た
い
。
危
機
管
理

課
が
総
合
的
な
窓
口
と
な
り
、
関
係

機
関
等
も
連
携
し
協
力
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　

A Q

A Q

　

本
市
水
道
局
が
大
阪
広
域
水
道
企

業
団
へ
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水

道
施
設
の
整
備
計
画
に
お
い
て
、
ど

の
程
度
の
費
用
縮
減
効
果
が
見
込
ま

れ
る
の
か
。
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

広
域
化
事
業
補
助
金
、
運
営
基
盤

強
化
等
事
業
補
助
金
な
ど
で
、

50
億
４
千
万
円
の
縮
減
効
果
額
を
見

込
ん
で
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

市
政
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は

じ
め
、
検
針
時
に
投
函
す
る
「
や
お

の
水
道
」
な
ど
を
通
じ
て
、
水
道
企

業
団
へ
の
統
合
に
特
化
し
た
、
分
か

り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
る
。

「
や
お
デ
ジ
マ
ッ
プ
」
の
利
用
開
始

　
利
便
性
向
上
の
取
り
組
み
は
？

建
設
産
業 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

公
開
型
G
I
S
「
や
お
デ
ジ
マ
ッ

プ
」
は
、
都
市
計
画
等
の
情
報
だ
け

で
な
く
A
E
D
の
配
置
場
所
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
、
事
業
者
に
も

市
民
に
も
有
益
な
情
報
や
機
能
が
多

く
あ
る
が
、
ど
の
程
度
運
営
費
が
か

か
る
の
か
。
ま
た
、
情
報
の
追
加
等

は
行
う
の
か
。

　

年
間
で
約
１
７
７
万
円
の
運
営
費

を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
開
で

き
る
地
図
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
地
図

情
報
の
追
加
は
可
能
で
あ
り
、
庁
内

関
係
課
で
連
携
し
な
が
ら
I
C
T

活
用
の
推
進
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
る
。　

A Q

A Q

詳しく審査

委員会で審査した議案・請願　　　
◦八尾市国民健康保険条例等の一部改正
　の件
◦いのちとくらしを守り、国民健康保険
　制度の充実を求める請願の件
　　　　　　　　　　　その他議案９件
分科会で審査した議案
◦ 令和６年度八尾市一般会計予算の件
　（所管分）
　　　　　　　　　　 その他議案10件

安心して預けられる保育施設の整備を進め
ている。

と
認
識
し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
な
事
業
展
開
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　

医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る
保

育
施
設
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
４
月

に
民
間
園
と
し
て
２
園
目
が
開
設
さ

れ
る
が
、
安
全
性
を
高
め
る
体
制
強

化
等
は
行
わ
れ
る
の
か
。

　
看
護
師
の
配
置
だ
け
で
な
く
、
研

修
を
受
講
し
た
喀か
く

た
ん
吸
引
の
で
き

る
保
育
士
の
配
置
や
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
、
災
害
時
に

お
け
る
予
備
電
源
の
設
置
等
を
行
い
、

受
け
入
れ
環
境
の
安
全
性
を
高
め
て

い
く
。

病
児
・
医
療
的
ケ
ア
児
が
利
用
す
る

　
保
育
施
設
の
拡
充
内
容
は
？

文
教 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

令
和
６
年
度
に
お
い
て
、
病
児
を

保
育
す
る
施
設
の
増
設
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
決
ま
っ

て
い
る
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

　

新
病
院
を
建
設
す
る
小
児
科
の
中

に
併
設
す
る
形
で
新
規
開
設
す
る
。

定
員
に
つ
い
て
は
３
名
、
開
設
時
期

に
つ
い
て
は
令
和
６
年
夏
頃
を
予
定

し
て
い
る
。

　

感
染
症
の
流
行
時
等
に
、
病
児
の

保
育
室
の
空
き
が
な
い
状
況
が
発
生

し
て
い
る
が
、
今
後
の
方
策
は
考
え

て
い
る
か
。

　

共
働
き
家
庭
の
増
加
に
伴
い
、
病

児
保
育
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
く

A Q

QA

活
用
し
た
宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
の
開

始
を
想
定
し
て
い
る
。
今
後
、
対
象

月
齢
の
拡
大
を
図
り
た
い
。

　

産
後
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
方
が
利

用
で
き
る
よ
う
制
度
の
周
知
が
重
要

と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を

考
え
て
い
る
か
。

　
妊
娠
届
の
提
出
時
に
お
い
て
、
本

人
や
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
用
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
医

療
機
関
で
の
チ
ラ
シ
等
の
配
架
を
通

し
て
事
業
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充

　
内
容
や
周
知
の
方
法
は
？

健
康
福
祉
環
境 

常
任
委
員
会
・
分
科
会

　

妊
産
婦
包
括
支
援
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
産
後
ケ
ア
事
業
拡
充
の
予
算
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

　

産
後
ケ
ア
施
設
利
用
料
の
引
き
下

げ
及
び
実
施
施
設
の
拡
大
を
行
う
。

実
施
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
８

施
設
に
加
え
て
、
新
た
に
市
立
病
院

に
お
い
て
令
和
６
年
度
中
の
事
業
開

始
を
目
指
し
て
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

市
立
病
院
に
お
け
る
産
後
ケ
ア
事

業
に
つ
い
て
、
対
象
者
等
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

　

ま
ず
は
生
後
１
か
月
未
満
の
乳
児

と
母
親
を
対
象
に
、
病
棟
の
空
床
を

A QQ

A

議会がしっかり  チェック

委員会で審査した議案
◦八尾市児童福祉施設の設備及び運営に関
　する基準を定める条例の一部改正の件
　　　　　　　　　　　その他議案２件
分科会で審査した議案
  ◦ 令和６年度八尾市一般会計予算の件
（所管分）  

◦ 令和６年度八尾市母子父子寡婦福祉資
金貸付金特別会計予算の件

　　　　　　　　　　　その他議案２件

利用料の減免や実施施設の拡大により、産
後ケアを必要とする方がより利用しやすい
環境となる。

A Q

公開型GIS「やおデジマップ」とは
　インターネットを通じて、八尾市
における都市計画情報や道路、ハザー
ドマップ、その他の施設などの行政
情報を、地図上で重ね合わせて表示
するシステムのこと。来庁すること
なく、いつでも、どこでも、だれで
も閲覧や印刷をすることができる。

委員会で審査した議案・請願
◦ 市道路線の認定及び廃止に関する件
◦ 八尾市水道広域化検討・協議の中止を

求める請願の件
　　　　　　　　　　　その他議案７件
分科会で審査した議案
◦ 令和６年度八尾市公共下水道事業会計

予算の件
◦ 令和６年度八尾市一般会計予算の件
（所管分）  

　　　　　　　　　　　その他議案６件

A

Q
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令和６年３月定例会　本会議 議決結果
○賛成　×反対　－退場（請願は○採択　×不採択）

賛 否 が 分 か れ た 議 案 等

件 名

［　　］は討論件数

議決 
結果

大阪維新
の会 公明党 八尾の未来

を紡ぐ会 日本共産党 八尾保守
の会 新声 会派に所属

しない議員

景山　和香
木村　健二
稲森　洋樹
鑄方　淳治
松本　　剛
坂本　尚之
桝井政佐美
田中　慎二
奥田　信宏

福永美智子
南方　　武
五百井真二
前園　正昭
西田　尚美

柴谷　匡哉
西川　あり
吉村　拓哉

田中　裕子
谷沢千賀子
越智　妙子

川上　　舞
松田　憲幸
田中　久夫

山中　　宏
竹田　孝吏

露原　行隆

大阪広域水道企業団の共同処理する事務の
変更及びこれに伴う大阪広域水道企業団規
約の変更に関する協議の件［反対１］

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市個人番号の利用等に関する条例の一
部改正の件［反対１］

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市職員定数条例の一部改正の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市手数料条例の一部改正の件［※１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市国民健康保険条例の一部改正の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市介護保険条例の一部改正の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市建築基準法施行条例の一部改正の件［※１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市水道事業給水条例の一部改正の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市在宅福祉サービスネットワークセン
ター条例及び八尾市立養護老人ホーム条例
廃止の件［反対１］

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

令和６年度八尾市一般会計予算の件［反対１］
［※2］［※3］

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

令和６年度八尾市国民健康保険事業特別会
計予算の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

令和６年度八尾市介護保険事業特別会計予
算の件［反対１］

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

令和６年度八尾市後期高齢者医療事業特別
会計予算の件［反対１］

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

令和６年度八尾市水道事業会計予算の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

令和６年度八尾市公共下水道事業会計予算
の件［賛成1 反対１］

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

令和６年度八尾市一般会計第１号
補正予算の件［※４］

原案［賛成1］
［※2］

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

組み替え
動議［※3］

否決 × × × 〇 × × ×

八尾市立屋内プールの指定管理者指定の件［反対１］ 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

八尾市議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正の件［反対2］

否決 〇 × × － × × ×

いのちとくらしを守り、国民健康保険制度の
充実を求める請願の件［採択１］

不採択 × × × 〇 × × ×

八尾市水道広域化検討・協議の中止を求め
る請願の件［採択１］

不採択 × × × 〇 × × ×

◆田中慎二議員は議長のため採決に加わらない。
［※１］２件一括で反対１　［※２］２件一括で賛成１　［※３］令和６年度八尾市一般会計予算の件賛成・動議反対１　［※４］原案反対・動議賛成１

全 会 一 致 の 議 案 等
件　名

［　］は討論件数
議決
結果

件　名
［　］は討論件数

議決
結果

損害賠償に関する和解専決処分承認の件（議案第2号） 承認 令和５年度八尾市土地取得事業特別会計第１号補正予算の件 可決

損害賠償に関する和解専決処分承認の件（議案第3号） 承認 令和５年度八尾市病院事業会計第１号補正予算の件 可決

市道路線の認定及び廃止に関する件 可決 令和５年度八尾市水道事業会計第３号補正予算の件 可決

執行機関の附属機関に関する条例の一部改正の件［賛成１］ 可決 令和５年度八尾市公共下水道事業会計第１号補正予算の件 可決

八尾市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正の件

可決 令和６年度八尾市財産区特別会計予算の件 可決

八尾市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正の件 可決 令和６年度八尾市土地取得事業特別会計予算の件 可決

八尾市児童福祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、
設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部改正の件

可決 令和６年度八尾市母子父子寡婦福祉資金貸付金特別会計予算の件 可決

八尾市指定居宅サービス事業者等の指定並びに指定居
宅サービス等の事業等の人員、設備及び運営等に関す
る基準を定める条例の一部改正の件

可決 令和６年度八尾市病院事業会計予算の件［賛成１］ 可決

八尾市都市公園条例の一部改正の件［賛成１］ 可決 包括外部監査契約締結の件 可決

八尾市公共下水道事業の設置等に関する条例の一部改正の件 可決 八尾市職員旅費条例の一部改正の件 可決

八尾市消防団条例の一部改正の件 可決 八尾市国民健康保険条例の一部改正の件（議案第48号） 可決

八尾市火災予防条例の一部改正の件［賛成１］ 可決 八尾市非常勤消防団員等公務災害補償条例の一部改正の件 可決

八尾市病院事業の設置等に関する条例の一部改正の件 可決
八尾市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例等の一部改正の件

可決

八尾市水道事業の設置等に関する条例の一部改正の件 可決 八尾市監査委員を選任するについて同意を求める件（浅川昌孝氏） 同意

八尾市国民健康保険出産費資金貸付基金条例廃止の件 可決 八尾市監査委員を選任するについて同意を求める件（木虎孝之氏） 同意

八尾市犯罪被害者等支援条例制定の件 可決 八尾市議会委員会条例の一部改正の件 可決

令和５年度八尾市一般会計第１１号補正予算の件 可決 市長の専決処分事項に関する条例の一部改正の件 可決

令和５年度八尾市介護保険事業特別会計第３号補正予算の件 可決 八尾市議会議員の請負の状況の公表に関する条例制定の件 可決

令和５年度八尾市後期高齢者医療事業特別会計第３号補正予算の件 可決 いじめの防止等に関する決議の件 可決
◆田中慎二議員は議長のため採決に加わらない。

６
月
定
例
会
の
予
定

【
５
月
】

28
日（
火
）
議
会
運
営
委
員
会

31
日（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

【
６
月
】

13
日（
木
）
本
会
議（
議
案
説
明・個
人
質
問
）

14
日（
金
）
本
会
議［
予
備
日
］

17
日（
月
）
本
会
議［
予
備
日
］

19
日（
水
）
健
康
福
祉
環
境
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
健
康
福
祉
環
境
分
科
会
）

20
日（
木
）
建
設
産
業
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
建
設
産
業
分
科
会
）

21
日（
金
）
文
教
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
文
教
分
科
会
）

24
日（
月
）
総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会（
総
務
分
科
会
）

27
日（
木
）
予
算
決
算
常
任
委
員
会（
全
体
会
）

【
７
月
】

1
日（
月
）
議
会
運
営
委
員
会

3
日（
水
）
本
会
議（
議
案
採
決
）

〔請願項目］
・水道（給水）事業広域化にむけた検討・協議を中止すること。　　他１項目

不採択

請願請願 国または地方公共団体の機関に対して、その職務に関する事柄について文書で希望を申し述べ
るもので、提出する場合は、議員の紹介が必要です。

所管の委員会で審査し、本会議で採決を行いました。

八尾市水道広域化検討・協議の中止を求める請願の件

〔請願項目］
・国民健康保険の広域化に反対すること。　　他２項目

いのちとくらしを守り、国民健康保険制度の充実を求める請願の件不採択

　市民の皆様の弔事に対して、
公職選挙法の趣旨を尊重する立
場から、議員個人の弔電を自粛
する申し合わせをしています。
　ご理解とご協力をよろしくお
願いいたします。

弔電を
自粛しています
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市民に寄り添う

議員たち④
　令和５年４月に選挙を終え、令和５年５月よ
り新たな顔ぶれで八尾市議会は始まりました。
　市議会議員26人の素顔を紹介します。

〇尊敬する人
「人の幸せを願う人」
お互いの幸せを願えば平和に！
〇座右の銘
寒さに震えた者ほど太陽の温か
さを感じる

西
に し だ

田 尚
な お み

美〇座右の銘
温故知新
〇一度してみたいこと
スカイダイビング

田
た な か

中 久
ひ さ お

夫

〇好きな食べ物好きな食べ物
久宝寺のういろうとあんまきが大久宝寺のういろうとあんまきが大
好きです好きです
〇八尾のお気に入りスポット八尾のお気に入りスポット
長瀬川の桜並木と久宝寺寺内町は長瀬川の桜並木と久宝寺寺内町は
ホッとしますホッとします

越
お ち

智 妙
た え こ

子

〇趣味
音楽鑑賞、山歩き、生け花音楽鑑賞、山歩き、生け花
〇八尾のお気に入りスポット八尾のお気に入りスポット
玉串川の桜並木
長瀬川の桜・あじさい並木

谷
たにざわ

沢 千
ち か こ

賀子

〇趣味
韓国・中国ドラマ鑑賞
ふらっと独り放浪旅
〇八尾のお気に入りスポット
水呑地蔵の神立遊歩道
がけあり谷あり♡

田
た な か

中 裕
ゆ う こ

子

〇趣味
魚釣り、ゴルフ
〇いま、はまっていること
マラソン

竹竹
た け だた け だ

田田  孝孝
た か した か し

吏吏

〇好きな言葉
不
ふ と う ふ く つ

撓不屈の精神で!!
感謝の気持ちを力に変えて!!
見ててください!!

奥奥
お く だお く だ

田田  信信
のぶひろのぶひろ

宏宏

令和５年度の裏表紙企画「市民に寄り添う議員たち」も今回が
最終回です。今後もより多くの市民の皆さまに議会を知ってもら
えるよう取り組んでいきますのでよろしくお願いいたします。

編	集	後	記

◎	前園	正昭		○	西川	あり	
景山	和香　　川上　舞　五百井	真二　山中　宏　田中	裕子　

議会だより編集委員会（◎委員長	○副委員長）
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